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カザフスタン共和国カザフスタン共和国カザフスタン共和国カザフスタン共和国
カザフスタンってどんな国？

カザフスタンと橿原市のつながりって？
オンラインで異文化理解、異文化交流！

世界文化遺産　ホージャ・アフマド・ヤサヴィー廟

女子バレーボールナショナルチーム
橿原神宮訪問の様子
（2018年）

女子バレーボールナショナルチーム
橿原神宮訪問の様子
（2018年）

チャリン峡谷

共催
独立行政法人国際協力機構 関西センター（JICA関西）
橿原市（橿原市スポーツコミッション）

場所 参加費 無料
※要事前申込み

オンラインZoom

日時 定員 先着９０名 
※定員に達し次第締切

２０２３年２月２８日（火）
１８：３０～２０：００

申込締切 2023年２月２３日（木）

申込方法
URL（https://forms.office.com/r/Bbi0WcDE3A）
または右QRコードを読み込み「申込フォーム」よりお申込み
ください



【お問合せ先 】
JICA 関西 市民参加協力課　担当：川﨑（かわさき）
TEL：070-8714-7707 ／Email：jicaksic-renkei@jica.go.jp

※18:15～受付開始

閉会後、ご希望の方にご参加いただける交流会を行います。※20:00-20:30

19：55 閉会挨拶

20：00 閉会

19：30 第３部　カザフスタンについてサニヤさんに話を聞いてみよう！

カザフスタン・アルマティ市出身。2018年大阪大学言語文化研
究科博士前期課程を修了し、2019年奈良県橿原市スポーツ
推進課にCIR（国際交流員）として着任。東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会に向けて、カザフスタンのホストタウンに
なった橿原市で市民向けに、文化交流イベント、ロシア語講座、
学校訪問などを実施し、カザフスタンの文化・芸術発信を担当。
カザフスタンに帰国後は、フリーランスで日本語ーロシア語の翻
訳者として活躍。

元 橿原市CIR（国際交流員）
Ms. Bukezhanova Saniya（ブケジャノヴァ・サニヤ）さん

18：55 第２部　JICA企画調査員は見た！カザフスタンってどんな国？

JICAキルギス事務所 企画調査員　八木橋明夫（やぎはし あきお）さん
1978年生まれ、東京都出身。大学院で中央アジアの国際関
係に関する修士号を取得後、民間企業で勤務。その後、カザフ
スタン（2011-2013）、キルギス（2014-2018）の日本大
使館で専門調査員として勤務。その後JICA本部の東・中央ア
ジア部でカザフスタン・キルギス担当として3年間無償資金協力
や技術協力の案件形成等に関わった。2021年4月より現職。 
2012年に現地で知り合ったカザフ人と結婚。

18：35 第１部　今明かされる！橿原市がホストタウンになった「理由」

橿原市 こども・健康スポーツ部 スポーツ推進課
橿原市とカザフスタンは、ユーラシアの交易路「シルクロード」で
つながっていたという歴史的な深い縁から、2017年12月ホスト
タウンに登録。2018年同国女子バレーボールナショナルチー
ムの合宿の受入れや2019年同国男子シッティングバレーボー
ルナショナルチームとの交流事業などを実施。東京2020パラリ
ンピック競技大会の際は、オリジナルマスクと橿原市長の応援メッ
セージ動画をカザフスタンパラリンピック選手団に送付。今後も同
国と連携協力を行い、リモートなどを活用しながら交流事業を継
続予定。

18：30 開会

プログラム

ツアー終了後アンケートに回答いただいた方に、
抽選で橿原市ホストタウンオリジナルグッズをプレゼント！

橿原市ホストタウン
マスコットキャラクター「りぷたん」
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